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ねりま 選挙啓発広報誌

白ばら
４月 23日 ( 日 )
練馬区議会議員選挙
忘れずに投票に
行きましょう！

発行　練馬区選挙管理委員会・練馬区明るい選挙推進協議会　〒176-8501 練馬区豊玉北6－12－1　電話03（5984）1399（直通）

東京都優秀賞
公益財団法人明るい選挙推進協会会長・都道府県選挙管理委員会連合会会長賞

（敬称略）

開進第三中学校
２年　尾澤　勘司

関中学校
１年　久保田　大亜

令和4年度　明るい選挙啓発ポスターコンクール令和4年度　明るい選挙啓発ポスターコンクール

Q. 作品に関して、どのようなことを思って描きましたか。

尾澤さん：
多くの候補者それぞれの個性を描こうと思った。
候補者の意見が我々にしっかり分かりやすく伝わるよ
うな選挙になればいいと思う。

久保田さん：
投票する人がもっと出てほしかったので、一票は大事

（重い）から、きっと意見は通る、そして未来を決め
るものだから想いを込めて投票してほしいという考え
のもと制作しました。

　練馬区選挙管理委員会では、東京都選挙管理委員会および公益財団法人明るい選挙推進協会と共同で、
将来の有権者である小学校・中学校・高等学校の児童生徒を対象に、選挙に対する関心を高めてもらうた
め、「明るい選挙啓発ポスターコンクール」を実施しています。令和 4 年度は、東京都全体で 17,825 点（練
馬区分 1,916 点）の応募があり、練馬区の審査で入選した 66 点の中から、全国審査で公益財団法人明る
い選挙推進協会会長・都道府県選挙管理委員会連合会会長賞 4 点、東京都審査で優秀賞 6 点、入選 12 点
が選ばれました。
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東京都入選
公益財団法人明るい選挙推進協会会長・都道府県選挙管理委員会連合会会長賞作品

（敬称略）

東京都優秀賞作品
（敬称略）

大泉第四小学校
４年　山脇　桃乃

石神井中学校
3 年　大澤　直生

Q. �作品に関して、どのようなこ
とを思って描きましたか。

山脇さん：
将来の私が「選挙に行きたい！」

「行かなくちゃ！」と思えるような
ポスターとなるよう考えながら描
きました。

石神井中学校
３年　本多　葵

大泉桜高等学校
2 年　井原　花菜

大泉桜高等学校
2 年　松下　桃

大泉桜高等学校
2 年　石澤　真緒
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東京都入選作品
（ 敬称略）

大泉桜高等学校

2 年　 倉持　 百喜

豊玉第二中学校

3 年　 竹本　 美緒

豊玉第二中学校

3 年　 西田　 紗英

開進第四中学校

3 年　 福田　 彩葉

大泉桜高等学校

3 年　 砂生　 直香

大泉桜高等学校

3 年　 中里　 嘉介

大泉桜高等学校

2 年　 吉新　 美優

開進第四中学校

2 年　 内山　 由衣

関中学校

3 年　 吉田　 澪世

関中学校

3 年　 星　 歩希

石神井中学校
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衆議院議員選挙　区割り改正特集

　昨年（令和４年）秋の臨時国会で、衆議院議員選挙の小選挙区の区割りを定める公
職選挙法が改正されました。
　「10 増 10 減」とも呼ばれるこの改正。「何が」「どうして」「どのように」変わるの
でしょうか。詳しく見ていきたいと思います。

何が変わるの？
　衆議院議員の定数（465 名）はそのままに、各都道府県の小選挙区が変更されます。

「10 増 10 減」という通称は、全国で議員を 10 人増やし、10 人減らすところからき
ています。
　練馬区では、これまで東京都第 9 区と第 10 区（図 1）だったものが、第 9 区と新
設の第 28 区（図 2）に再編されます。練馬区単独の小選挙区が 2 つになるので、練
馬区から選出される衆議院議員も 2 人になります。

【図１】
【図 1　今までの区割り】
9 区（練馬区の大部分）と 10 区（東側の一部）
に分かれていました。
中でも10 区は豊島区・中野区・新宿区との合区
のため、各区が開票を行った後に合算する必要
があるなど、事務処理も複雑になっていました。

【図 2】

【図２　新しい区割り】
9 区（西半分）と 28 区（東半分）
に再編されます。
どちらの小選挙区も練馬区のみ
で構成されており、分かりやす
い区割りになりました。
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衆議院議員選挙　区割り改正特集

どうして変わるの？
　いわゆる「一票の格差」問題の是正が、今回の改正の理由です。
　人口（有権者数）の多い小選挙区で当選するためには、少ない小選挙区と比べてよ
り多くの票を獲得する必要があります。10 万票獲得で当選できる地域 A と、5 万票
で当選できる地域 B では、B の方が一票の価値が高くなってしまい、平等ではないと
いうことです。
　令和２年の国勢調査をもとに試算すると、旧区割りでは議員 1 人あたりの人口の格
差が最大 2.096 倍ですが、新しい区割りでは最大 1.999 倍となります。

旧区割り（令和 4 年まで） 新区割り（令和 5 年から）
選挙区 人口（人） 選挙区 人口（人）
東京 22 区 574,264 福岡 2 区 547,664
鳥取 1 区 273,973 鳥取 1 区 273,973

〇〇はどうなるの？
　区割り改正でよくある質問にお答えします。

Q．区内の投票所は
　　変わるの？

A．変わりません！
今回の改正で変更になるのは、衆議院「小選挙区」の区
割りです。
練馬区内に 71 か所ある投票所（投票区）は変更しませ
んので、今までどおり、選挙のお知らせに書いてある施
設（小学校など）で投票してください。

A．今までと同じです！
区割り改正で影響があるのは衆議院の小選挙区だけです。
参議院選挙や、練馬区議会議員選挙や東京都知事選挙な
どの地方選挙は、今までと同じように行われます。

Q．区議会議員選挙は
　　どうなるの？

最大 2.096 倍 最大 1.999 倍

◀区ホームページも
　要チェック！

最大 最大

最小 最小
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選挙で活躍する機械たち

　選挙管理委員会は、投票から開票までを公正・正確・迅速に行うため、ノートパソ
コンのような一般的な機材から、投票箱や記載台といった選挙専用のものまで、数多
くの機材や資材を使っています。
　今回はその中から、選挙のためだけに作られた「特殊な機械」をご紹介！

1．投票用紙交付機

何をする機械なの？

名前のとおり、投票をしに来た人へ投票
用紙を渡すための機械だよ。
投票用紙を確実に１人１枚ずつ渡せるよ
うになっているんだ。

2枚以上の用紙が出ないよう、紙の厚み
やどのぐらい透けているかを、毎回機械
が自動で計測しているんだ。
練馬区の投票所には必ず置いてあるよ。

どうやって 1枚ずつ
出しているの？
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2．投票用紙読取分類機

3．投票用紙計数機

開票所に届いた投票用紙は、まずこの機械で
書かれた内容ごとに仕分けされるんだ。
票をセットすれば、向きをそろえて分類する
ところまで全自動でやってくれる優れもの！

読取分類機で仕分けした票は、
この機械で枚数を数えるよ。
1分間に 1,500枚数えられるよ。

機械で分けた後、それが本当に正しいか人の
目でも確認しているよ。

お札（紙幣）を数える機械を作っ
ている会社が、その技術を応用し
て作ったんだ。
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　白ばらだより 88 号では、「明るい選挙啓発ポスター」入選作品、投票や開票の際に使う機
械の紹介を編集しました。若い世代の人達が、さまざまな視点から選挙に対する意識・関心を
持っていただけると嬉しいです。
　４月 23 日は、練馬区議会議員選挙の投票日です。都合に合わせて、期日前投票や不在者投
票も選択できます。ぜひ投票しましょう。

編集委員長　澤田　光江（２ブロック）
編集委員　　山森　節子（１ブロック）　　小泉　尚子（５ブロック）　
　　　　　　柳内　京子（８ブロック）　　佐藤　多佳子（10 ブロック）　
　　　　　　平山　満子（11 ブロック）　 佐藤　靖（話しあい指導員）

【4月23日（日）は練馬区議会議員選挙です！】
告示日：令和５年４月 16 日（日）
投票日：令和５年４月 23 日（日）　午前 7 時から午後 8 時まで

投票日に投票所に行けない方は、ぜひ期日前投票をご活用ください！
期日前投票所 投票期間・時間

練馬区役所本庁舎１階

期間：４月 17 日（月）～４月 22 日（土）

時間：午前８時 30 分～午後８時

石神井庁舎５階
光が丘区民センター２階
関区民センター２階
勤労福祉会館（大泉）１階
平和台体育館２階
大泉学園町体育館地下１階

【小学校・中学校選挙体験教室】
選挙管理委員会では、選挙体験を通して選挙に親しみ
を持つことで、政治や投票の大切さを認識し、主体的
に社会へ参画する力を育てることを目的として、児童
生徒を対象に選挙体験教室をはじめとした、主権者教
育支援事業を行っています。

授業では選管事務局職員による講義のほか、実際の選
挙で用いる機材を使って模擬投票を実施。

児童・生徒の皆さんが楽しみながら選挙や政治につい
て学べるよう、今後も支援していきます。

編 集 後 記

★白ばらだよりの録音版を製作・貸出しています。
詳しくは「特定非営利活動法人　点訳・音声訳集団一

いっ
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ぽ
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かい

」TEL・FAX　03－ 3577 － 5666　にお問い合わせください。


